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石綿盤解説

野澤幸三郎商店の陣容

藍染め

クアラルンプールでは、1962年に
日本の商社が「珊瑚会」を結成、メ
ーカー６社も「二水会」を結成しま

した。その後、徐々にクアラルンプールの日本
人も増えてきたので、日本人会を結成しよう
ということになり、結成の準備が始まりまし
た。いよいよ設立総会を開こうという段にな
り、「大使公邸で設立総会を行いたい」と大使
に伺いを立てると、「大使館とか公邸で多数
の日本人が集会を開くことは、マレーシア側
に疑惑を生じさせるかもしれないので、許可
しかねる。」という意見が返ってきました。そこ
で急遽、「マラヤン･ノザワ」の会議室で、1963
年11月25日に設立総会が行われました。
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2013年にクアラルンプール日本人
会が50周年を迎えることから、同
会は「50周年記念誌」の制作にか

かりましたが、設立総会がなぜ「マラヤン･ノザ
ワ」で開催されたのか記録が残っておらず、
当社に問い合わせがありました。調査の結果、
「Bintang Kecil Malaysia」に上記の記載が
残っていて、情報提供した結果、50周年記念
誌は無事完成しました。
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マラヤン・ノザワ・アスベスト・セメント工場

1923年に発生した関東大震災は
大きな被害をもたらし、横浜居留
地の異人館も、そのほとんどが倒

壊しました。横浜市は、住まいを失った多くの
外国人のために、急遽異人館の標準設計図
を作成し、復興を急ぎました。その標準設計
図の中で、屋根材に指定されたのが、当時好
評発売中だった「ロッコー瓦」です。これにより、
復興事業で建てられた多くの異人館の屋根
には、「ロッコー瓦」や「六甲スレート」が採用
されました。

コラム「ノザワ今昔」①
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横浜の「234番館」は、山手居留地
に震災後の復興事業で建てられた
外国人向け集合住宅です。現在は、

横浜市認定歴史的建造物の一つで、1999年
からは横浜市の施設としてオープンしています。
2014年に横浜市は、建設当時の模型の制作
に着手し、建物の再調査を行った結果、設計
図等に「屋根六甲瓦葺き」の記述があること
がわかり、当社に「六甲瓦」についての問い合
わせがありました。当社では、写真や建設時
期から「六甲スレート」であると推測して資料
提供を行い、正確な模型が完成し展示されて
います。
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野澤石綿セメント株式会社

「建築資料共同型録 1926年」（横浜市中央図書館所蔵）
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建設当時の播州工場
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「国際建築」昭和30年8月広告
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創業当時
の神戸工場
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神戸は、開港とともに外国人居留
地が造られ、異人館が建てられま
した。神戸の街は明るくエキゾチッ

クで、しかも港町として絵心をそそる街にな
りました。「開化錦絵(長谷川小信)」、「神戸名
所(林基春)」「阪神名勝図会(赤松麟作)」「神
戸百景(川西英)」など、神戸を題材にした絵は
数多く描かれました。

コラム「ノザワ今昔」④
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異人館は一番描かれやすい題材で
あり、中でも開港当時の面影を残す
「十五番館」は、題材として最適です。

小松益喜、元川嘉津美、広瀬安美、妹尾河童、
安田泰幸など、「十五番館」を描いた人達は数
多く、アマチュア達のスケッチの題材にも
なっています。2017年は神戸開港150年、こ
れからも題材の中心になることでしょう。
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スレート在庫置場面積約6,000㎡
スレート在庫約50万枚
（播州工場約4ヶ月分の在庫）

NNPS改善によりスレート在庫一掃し、
その跡地にＥＣＰ「アスロック」の
製造プラントを建設
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1966 年、スレートが主力商品だっ
た当社は、さらにスレート以外の商
品開発を図り、開発委員会を設置

しました。この委員会が取り組んだ製品には、
テーマごとにナンバーがふられ、それらを研
究開発した結果、1970 年に商品化に至った
のが、ファイルナンバー「A-7」の押出成形セメ
ント板です。この「A-7」を商品化するには、と
りあえず商品名が必要です。開発委員会は、
この製品を「エーセブン」と呼んでいた愛着
から、何とか生かせないかと考えました。そこ
で考え出されたのが、「A-Seven BLOCK」で
す。しかしこれでは、そのまますぎて商品名と
しては適しません。そこで、開発委員会のスタ
ッフは、「A-Seven BLOCK」の頭文字を組み
合わせたり省略したり連音させたりして、語呂
の良いスッキリした商品名を作り出しました。
それが「ASLOC」、つまり「アスロック」です。

コラム「ノザワ今昔」③
�®�ž�µ�é�¿�«��̄w�Ê�t���Š�’�•�h
Ý�M


r

このような創世記の思いを受け継ぎ、
長い歴史を刻んだ「アスロック」は
新しい形として、「アスロック Ｎｅｏ」

に変わります。
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画像提供：積水ハウス株式会社
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明治30年（1897年）
洋藍の輸入販売開始

大正2年（1913年）
日本初のスレート板国産化

昭和34年（1959年）
製造業マレーシア進出1号

昭和45年（1970年）
世界に先駆けて
押出成形セメント板（ECP）
「アスロック」の量産化を開始

平成１０年（19９８年）
旧本社建物が国の重要文化財
としては初めて免震工法を採用
されたレストランとして活用される

�Ô�Š	s

明治39年（1906年）
スレート板輸入販売開始

�Ô�Š	s

�Ô�Š	s

�Ô�Š	s

野澤幸三郎商店の陣容 藍染め

創業当時の
神戸工場

マラヤン・ノザワ・アスベスト・セメント工場

平成22年（2010年）
石綿無害化技術を確立し、
ミネラル肥料の販売開始

�Ô�Š	s
ミネラル肥料
マインマグシリーズ

石綿盤解説

建設当時の
播州工場

軽量外壁材
画像提供： 
積水ハウス株式会社

���=�R
	s

大正15年（1926年） 
厚型スレート板を開発

�Ô�Š	s

昭和４０年（19６５年） 
1万トンプレス機械にて
スレート板を製造

�Ô�Š	s

平成11年（1999年） 
押出成形セメント板
住宅用軽量外壁材を量産化


H�„	s
H�„	s

旧神戸居留地
十五番館
（旧本社建物）

�Ê�²�ë�w
H�„	s�K�Ô�Š	s��
ú� �œ�����M�m�‹	ý� �̀M�\�q�›�����œ

平成23年（2011年）
ビルトインタイプの壁画緑化システムを開発
グリーンウォールビルトインタイプ（外壁一体型）

登録商標第1424733号
登録商標第1424734号
特許出願済

�Ô�Š	s

ⒸTOHO CO.,LTD

平成22年（2010年）
太陽光発電
一体型外壁材を開発

�Ô�Š	s

特許第5485622号
意匠登録 第1432584号
　　　　 第1432585号

［長野県］
八十二銀行岡谷支店

ソーラーウォール（外壁一体型）
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創業110周年
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ⒸTOKYO-SKYTREE TOWN

デザインパネルをランダムに配置しながらも、アスロック特有のシャープな質感が壁面全体の統一感を
保ちつつ、異なるデザインパネルの凹凸が見る角度や距離の違いで、建物の景観に アクセントを与えて
くれます。また、遮光による凹凸の陰影が大小異なる影の配列となり、 時間の経過と共に壁面の表情を
幻想的に変えてくれます。


É�P�w�í�ò�U�z�—�t�Ð�è�b�”�{ �¢�Æ�½�á�æ�ž�ç�³�æ�”�¶�£

セメント素材の質感をそのままに表現できるナチュリアルシリーズは、周辺の景観に調和するばかりか、
仕上げに掛かるコストを削減します。

TOKYO Solamachi®&すみだ水族館
（ナチュリアルシリーズ）

アーバンネット銀座1丁目ビル
（デザインパネル  リブデザインシリーズ）

PHOTO：新建築社写真部

�¥�M�w�‡�‡�t�z�†
¶�t�z
÷	æ�“	Í�[�›�ª�b �{�¢�è�”�ç�Ñ�•�µ�Æ�”�³�æ�”�¶�£

アスロックレールファスナーシリーズは、ノザワ独自の専用設計により、意匠性が高い石材やルーバー、
アルミパネルなどの重量がある装飾品を安全に設置することができます。

虎ノ門ヒルズ（環状第二号線新橋・虎ノ門地区
第二種市街地再開発事業Ⅲ街区）
（レールファスナーシリーズ）

朝の爽やかな日差しを
受けて輝きます

夕暮れ時のシャープな光を
映します

午前10時頃 午後18時頃



NOZAWA!Memorial magazine NOZAWA!Memorial magazine11 12

���������å�����D
���������å�����D

���������å�����D
���������å�����D

���������å�����D
���������å�����D

/£
/£

/£
/£

/£
/£

�°�Æ�½�á�æ�ž�ç�Ó�å�µ�±��
�°�Ó�å� �Ü�å� �ï�± �—���������å���D�°�Ó�å� �Ü�å� �ï�������±
�¢�™	Š�J�å�H���������������ø�z�™	Š�J�å�H���������������ø�£
�°�¼�Ò�ç�§�¿�Ä�µ�Ä�å� �Ó�~�Ä�æ�Ó�ç�§�¿�Ä�µ�Ä�å� �Ó �¢ �������
������ �£�±
�°�³�£� �Å�é�¿�«�������±
�¢�™	Š�J�å�H���������������ø�z�™	Š�J�å�H���������������ø�£
�°�»�µ�é�¿�«�������±�°�µ�Ä�å� �Ó�å� �ï�������±
�°�å�ï�¼�Ü�å� �ï�������±�¢�™	Š�J�å�H���������������ø�£
�°�å�ï�Ã�Ÿ�ç���±�— �������� �å���� �D�°�å�ï�Ã�Ÿ�ç���±
�¢�™	Š�J�å�H�������������� �ø�£

���������å ���D
���������å ���D

���������å�����D
���������å�����D
���������å ���D
���������å ���D
���������å�����D
���������å ���D

/£
/£

/£
/£
/£
/£
/£
/£

�°�¬�æ�¿�Å�Ã�²� �ï�w�§�å�”�·�å�ï��	í�C
÷�±
�°�Û�«�Â�Ÿ�ç���±�¢�™	Š�J�å�H �������������� �ø�£
�°�å�ï�Ï�¿�«�ë� �Å���±�¢�™	Š�J�å�H�������������� �ø�£
�°�«�ž�Ä�é�å� �ï�±�¢�™	Š�J�å�H���������������ø�£
�°�è�”�ç�Ñ�•�µ�Æ�”�»�O�ž�ç�Û�ç�”�Ì�”�“	Í�[�±
�°�Û�«�Â�Ÿ�ç�#�±�¢�™	Š�J�å�H���������������ø �J���������������ø�£
�°�è�”�ç�Ñ�•�µ�Æ�”�µ�Ä�é�ï�¬�G���ž�ç�Û�Í�É�ç�“	Í�[�±
�°�ž�µ�é�¿�«�»� �ç�Ã�̄ �±
�°�æ�Ò�Í�É�ç�w�§�å�”�·�å�ï��	í�C
÷�±

	ý	Ž
¼
C
��d�º


’�̀ �X�z�f�̀ �o
’�
�›�¡�Ë�b�”�{ �¢�ž�µ�é�¿�«�»	Ô�C
÷
¼�£

精密な塗装ロボットで仕上げるノザワの工場塗装品は、均一な外壁の仕上がりを演出します。
徹底した管理下で施す塗装は、安心の塗膜保証をご提供します。

あべのハルカス
（アスロック工場塗装品）

	Í�í�s�í���›��	Z�b�”�{ �¢�Ã�²� �ï�Í�É�ç�����¤�ï�Ø�µ�Ã�²� �ï�³�æ�”�¶�£

エンボスパネルの有機的な凹凸がトップライトや照明の光を受け、空間を柔らかく演出しています。
アスロックデザインパネルは建物の間仕切壁でも景観をコーディネートしています。

大村進・美枝子記念 聖路加臨床学術センター
（アスロックデザインパネル エンボスデザインシリーズ）

�Í
H�E�w�»� �ç�™	Š�{ �¢�Ã�²� �ï�Í�É�ç�����¬�æ�¿�Å�Ã�²� �ï�³�æ�”�¶�£

縦横のシャープなエッジで構成するグリッドデザインシリーズは、
１０年点検におけるタイルの全面打音検査が不要な次世代を見据えたタイル調の一体成形品です。

ノルデンハイム天神橋アドバンス
（アスロックデザインパネル  グリッドデザインシリーズ）

PHOTO：Nacasa & Partners Inc.
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沖縄セルラー本社ビル（アルカス） アシックスジャパン本社ビル（アルカス）

PRODUCT
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水稲における比較対象ではマインマグ区の方が
分ケツが多く、根・株の張りが良くなリました。

対照区 マインマグ区

マインマグのラインナップ

住友不動産渋谷ファーストビル（ラ・トゥール渋谷）（アルカス）

河南省恵州市　黄岡中学校（アスロックルーバー）上海市　張江集電港（外壁アスロックＷカットストライプ）
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Pick up. 1

豊橋ケーブルネットワーク ｢ティーズ｣（ソーラーウォール Power FLEX）

いこいの森デイケアセンター別館（アスロックレフスカイ）
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Pick up. 3
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ⒸTOHO CO.,LTD

新宿東宝ビル
（グリーンウォールビルトインタイプ）

J&R中央林間店（グリーンウォールビルトインタイプ）

八十二銀行岡谷支店
（ソーラーウォールPowerFLEX）

オリジン電気本社技術･開発センター
（アスロックルーバー）

日射角度30°未満で赤外線を地面に反射日射角度30°以上で赤外線を宇宙空間へ反射
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トンネル内装材として採用
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［プレ加工①］
クリップの
穴開け

［プレ加工②］
ガスケット
張り

と の場合  = 現場作業
-30％

工場プレ
加工

省力化
工法
LS工法

スレートボード （画像提供： 株式会社キョーテック）

軽量外壁材（画像提供： 積水ハウス株式会社）

高性能遮音床（画像提供： 積水ハウス株式会社）
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④表面吸水量

約15％低減

①高強度

素材曲げ強度約15％向上

⑤吸水長さ変化

約20％抑制

パネル曲げ強度約10％向上

②吸水時曲げ強度

⑥耐凍結融解性

300サイクル後 素材強度低下なし

約25％向上

③耐衝撃性
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酷暑に強い 寒冷に強い 雨（湿潤）に強い

吸水量
約15%減

凍結融解性能
強度低下なし

（300サイクル後）

熱線膨張率
約5%減

約15%
曲げ強度を向上
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マグニチュード

水密性能：3,500Pa（1㎡当たり350㎏相当・瞬間最大風速76m/s
に匹敵する暴風雨）（特許出願済み）
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代表取締役副所長　一級建築士

ＢＣＳ賞
1986年　ホテルガーデンららぽーと
1995年　彩の国さいたま芸術劇場
2000年　長久手町文化の家
2002年　聖籠町立聖籠中学校

2004年　可児市文化創造センター
2005年　横浜税関本館
2009年　日田市民文化会館「パトリア日田」
2013年　東京大学伊藤国際学術研究センター

公共建築賞
1992年　塩沢町今泉博物館
1996年　味方村曽我・平澤記念館
2000年　関川村歴史資料館

JIA25年賞
2013年　東京大学工学部6号館を始めとする屋上増築
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「マインマグシリーズ」は、これからが正念場。たくさんの課題について、それぞれ目標を
据えています。販路については、作物の品質にこだわり、ブランドとして輸出までお考え
の農家さんにも照準を合わせること。作物や土壌に応じた肥料を提供できるよう製品
バリエーションを広げること。そして、農家の方から注文を
受けて提供するオーダーメイドのシステムを構築すること
など。また、肥料以外の事業として、当社製品のユーザー
である農家さんで収穫された作物を広く紹介、斡旋する
ような取り組みにも注力しています。これからも、農作の
現場はもちろん、社会に求められる製品づくり、事業推進
に努めます。

「全国土の会」とは、後藤逸男名誉教授が主宰する「農家
のための土と肥料の研究会」のこと。平成元年に結成され、
当初生産者中心であった会員は農業改良普及員や農協
職員、農業関連企業や農産物流通業界関係者などにまで
拡大。農業生産現場で土づくりの迷信が引き起こす「土の
メタボ」を治すべく、本来の“土力”を
引き戻すための啓発活動を推進。
土壌診断に基づいた施肥管理を
実践し、健康な土づくりのための
アドバイスを行っています。
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東京農業大学名誉教授　農学博士
農家のための土と肥料の研究会「全国土の会」会長
東京農大発(株)全国土の会　代表取締役
土壌学および肥料学を専門分野とし、
農業生産現場に密着した実践的土壌学を目指す。
2006年より㈱ノザワと蛇紋岩を原料とするマグネシウム肥料を共同開発。
製品化に成功し、2010年に「マインマグ」として販売開始。
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開発企画会議風景

アスロック グリーンウォールビルトインタイプ

層間変位試験風景
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災害時に人々の生活と安全を守るのは、耐火・耐震・高耐久などの建築土木
資材の使命。より安心、安全であるためには、現行の基準を超える性能が必要で
あると考えています。例えば、押出成形セメント板にはJIS規格がありますが、すべて
その基準を超えた商品として｢アスロック｣を進化させ続けてきました。そして、日常
生活において快適な住環境を提供することも大切であり、その実現に向けて、
高度なデザイン性、多種多様な仕上げバリエーションを持つ商品開発に努めて
います。また、環境も重要なキーワードであり、自然災害の要因となる環境負荷の
低減は大きな課題。現在、全世界レベルの取り組みとしてCO2の削減がありま
すが、その実現のためには、エネルギー資源の変更や自然物の活用と融合が
不可欠。当社では建材メーカーとして、緑化、太陽光発電、高断熱、遮熱等の
環境型商品の開発に注力しています。
「やすらぎと安心の創造」を目指して。 これからも「常に新しいことを」を探し求め、
技術革新に邁進してまいります。

●取締役技術本部長
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商品開発秘話

Ryuichi Miura

product
development
secret story
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太原師範学院図書館（アスロックルーバー）

THK China R＆D Center（アスロック600）

泰州美時医療（アスロック600）

積水ハウス蘇州タウンハウス（軽量外壁材）
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海外事業展開

2015年に上海のスタッフの頑張りで「アスロック」は過去最高の出荷数となり、販売で
の黒字化も達成しました。ノザワ創業120周年を迎えた今、これで海外事業もようやくス
タートラインに立てたという思いです。さらに、瀋陽には月産3万㎡の工場もあり、日本での
生産が足りなくなれば、こちらが供給してやろうというくらいの気概を持ち、意識を高揚し、
よりよい商品やアイデアを生み出していければ。しかし、中国全体ではまだまだこれから。販
売事業を牽引役に、営業の環境（基準、標準）づくりを行いながら向上に努めています。
知恵と工夫で販売を伸ばすこと。中国事業への集中は必ずや成功するものと信じており、
それは遠くない将来に見えています。

� " �®	•�‰●海外事業部長 Masao Murahashi
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深圳市

成都市

西安市

北京市

長春市

大連市

青島市

無錫市

広州市
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瀋陽工場全景

develop
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新旧十五番館と野澤社長

創業当時の神戸工場

現在の十五番館
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All about
NOZAWA

1988年9月 株式会社ノザワ入社、
1998年6月 取締役経理部長、
2000年6月 専務取締役技術本部担当、
2001年4月より代表取締役社長。

�ú � ’ � � 	 ] �õ "!#$%&' ( ) !"

株式会社ノザワ　代表取締役社長

創業者 野澤幸三郎 肖像画

ハイスペック

明治13年に建設され、平成元年に文化財に指定された「十五番館」。
昭和41年よりノザワの所有となり、旧居留地に現存する唯一の商館
として保存に取組んできました。さらに、平成７年に発生した阪神・淡路
大震災では全壊するも、国・県・市からの補助を受け復旧工事を開始
し、平成10年、再び建設当時の姿に復元しました。
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当社肥料の製造販売をおこなっている北海道富良野市にあるフラノ
事業所所有地、約135万m²の内、施工面積 約54万m²の緑化に
取り組みました。
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当社は、フラノ事業所所有の遊休グランド（約3000m²）を整備し花畑
を作りました。隣接する国道38号線に彩りをそえ、富良野市観光の
お手伝いをしています。
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阪神・淡路大震災犠牲者の慰霊と鎮魂の想いを込め、都市の復興・
再生への夢と希望を託して、平成７年12月より開催されている「神戸
ルミナリエ」。神戸とともに歩む企業として、ノザワはこの催しへ協賛と
募金活動に積極的に参加しています。


��•�ç�Û�Æ�æ�¤�‰�5�w� �•�q�7�Ú�Æ�ˆ


��•�Š�þ�p�w	��“
Ê�ˆ

�Ñ�å�Ê�Ä�À	t�¢�z�‚�“�£�p�w	��“
Ê�̂

NOZAWA
CSR

�Ê�²�ë�w�þ�q�é�Y

�Ê�²�ë�p�x�z�'�À�q� �̀o�w�ì��
Q�›�î�q�`�z�‡�h�z�'�À�¢�½�q� �̀o�Ë���D�ó�s
�°�R�›�þ�q�q�q�‹�t�™�M�o�M�X�h�Š�t�z� �̂‡�_�‡�s���(�'�Æ� �̂›�2�‰� �̀o�M�‡�b�{

ⒸKOBE Luminarie O.C.

｢コスモス｣の開花

植林活動植栽活動

｢キカラシ｣の開花

多くの人々に、建物であっても環境保全に貢献できることを知って
もらうために、ノザワ本社ビル（15番館ビル）の1Fに太陽電池一体
型外壁システム「ソーラーウォール」と外壁一体型ビルトイン壁面
緑化システム「グリーンウォール」を設置しています。
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普段はカタログやホームページの写真でしかご覧いただけないアスロックの実物大サンプルを「見て」「触れて」いただき、
新たな外壁デザインの創造にお役立ていただけるショールーム。
今後も、新商品発売と共に進化し、お客様にご満足いただけるショールームにしてまいりますので、ぜひ足をお運びください。

Show Room

ProÞle Group

Business

OfÞce

商 号

英 文 社 名

本 社

創 業

設 立

資 本 金

代 表 者

上 場

社 員 数

株式会社ノザワ

NOZAWA CORPORATION

〒650-0035 神戸市中央区浪花町15番地 

TEL：078-333-4111（大代表）　 FAX：078-393-7019

明治30年8月17日

大正2年9月28日

24億4900万円

代表取締役社長　野澤俊也

東京証券取引所第2部（株式コード：5237）

281名（単独）　316名(連結）　　2016年3月31日現在

〒650-0035　

神戸市中央区浪花町15番地

TEL：（078）333-4111（大代表）　　

FAX：（078）393-7019

〒060-0042 札幌市中央区大通西1丁目14番2（桂和大通ビル50）

TEL：（011）261-8291　FAX：（011）207-6380 

〒980-0811 仙台市青葉区一番町2丁目8番15号（太陽生命仙台ビル）

TEL：（022）225-7986　FAX：（022）217-3734

〒104-0041東京都中央区新富1丁目18番1号（住友不動産京橋ビル）

TEL：（03）5540-6711　FAX：（03）5540-6712

〒460-0003 名古屋市中区錦2丁目4番15号（ORE錦二丁目ビル）

TEL：（052）202-8200　FAX：（052）202-8202

〒920-0853 金沢市本町1丁目5番1号（リファーレ）

TEL：（076）260-1135　FAX：（076）260-1255

〒650-0035 神戸市中央区浪花町15番地

TEL：（078）391-1651　FAX：（078）333-4143

〒730-0041 広島市中区小町3番25号（三共広島ビル）

TEL：（082）245-3257　FAX：（082）504-0368

〒790-0067 松山市大手町2丁目9番4（石丸ビル）

TEL：（089）933-5828　FAX：（089）933-5834

〒812-0011 福岡市博多区博多駅前1丁目4番4号（JPR博多ビル）

TEL：（092）474-0868　FAX：（092）437-2626

〒650-0035 神戸市中央区浪花町15番地

TEL：（078）391-5611　FAX：（078）333-4144

〒104-0041 東京都中央区新富1丁目18番1号（住友不動産京橋ビル）

TEL：（03）5540-6513　FAX：（03）3552-4800

〒980-0811 仙台市青葉区一番町2丁目8番15号（太陽生命仙台ビル）

TEL：（022）722-0124　FAX：（022）217-3734

〒650-0035 神戸市中央区浪花町15番地

TEL：（078）391-5611　FAX：（078）333-4144

〒460-0003 名古屋市中区錦2丁目4番15号（ORE錦二丁目ビル）

TEL：（052）202-3311　FAX：（052）202-3312
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〒366-0812 深谷市折之口1851番地-4

TEL：（048）574-1937　FAX：（048）574-1932

〒355-0156 埼玉県比企郡吉見町長谷1947

（長谷工業団地内）

TEL：（0493）54-6411　FAX：（0493）54-1291

〒675-0163 兵庫県加古郡播磨町古宮

TEL：（078）942-1024　FAX：（078）949-2131

〒676-0073 高砂市高須1番1号

TEL：（079）447-0081　FAX：（079）449-2041

〒079-1563 富良野市山部東町4番1号

TEL：（0167）42-2231　FAX：（0167）42-2473

技術研究所

埼 玉 工 場

播 州 工 場

高 砂 工 場

フラノ事業所

���º�¬�ç�”�Ó�q�þ
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野澤貿易（上海）有限公司
本社　〒200051　上海市長寧区天山路601号 久強大厦505室
Room505 Jiuqiang Building, No601, Tianshan Rd.
Changning District Shanghai, 200051, P・R・China
TEL：+86-21-6236-7887　　FAX：+86-21-5240-0023

野澤積水好施新型建材（瀋陽）有限公司
本社　中国遼寧省瀋陽経済技術開発区渾河20街15号
No.15　Hunhe twentieth street, Eco－Tech－Dev Zone,Shenyang P.R. China
TEL：+86-24-8590-5406　　FAX：+86-24-8590-5416

札 幌 支 店

仙 台 支 店

東 京 支 店

名古屋支店

北陸営業所

関 西 支 店

広 島 支 店

松山営業所

九 州 支 店

本 社

東 京 支 店

仙 台 支 店

関 西 支 店

名古屋営業所

1.

2.

3.

4.

1.

2.

押出成形セメント製品（アスロック・住宅用軽量外壁材） 
製造・販売・施工
スレート製造・販売
不燃混和材製造・販売
耐火被覆材（コーベックス）等の製造・販売・施工

押出成形セメント板(アスロック・住宅用軽量外壁材)販売・施工＝野澤貿易(上海)有限公司
押出成形セメント板製造・販売＝野澤積水好施新型建材(瀋陽)有限公司

5.

6.

7.

8.

石綿除去工事
建設資材販売
一般建設業
損害保険代理業・生命保険募集業

〒650-0035 神戸市中央区浪花町15番地　TEL：（078）333-7700 http://www.nozawa-kobe.co.jp

株式会社ノザワ商事

本社　〒650-0035  神戸市中央区浪花町15番地 

TEL：（078）333-4137　FAX：（078）333-4370

株式会社ノザワトレーディング

3 7 3 8
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